
様式２ 

会議結果のお知らせ 

 

１ 開催した会議の名称 平成２８年度第１回大分県スポーツ推進審議会 

 

２ 開催日時      平成２９年３月１５日（水）１４時００分～１５時３０分 
 
３ 開催場所      大分県庁舎５階 ５１会議室 
             
４ 出 席 者（委 員） 櫻井委員、蓑田委員、熊谷委員、松永委員、笹原委員、土江委員、 

土谷委員、岩本委員、松本委員、銅城委員、髙司委員、丸山委員 
内納委員、角山委員（１４名／２０名） 

      （欠 席） 園田委員、榎委員、岩尾委員、石﨑委員、安部委員、谷口委員 
      （事務局）  工藤教育長、井上体育保健課長、山上屋内スポ－ツ施設建設推進室長、

栗林体育・スポ－ツ振興監、上田課長補佐、冨賀見課長補佐、     

飛騨課長補佐、佐保主幹、安部主幹、仲摩指導主事、安心院指導主事、 
武石指導主事 

      （その他） 教育改革・企画課 石丸主査 
 
５ 公開、非公開の別  公開 
 
６ 傍聴人数      ０名 （マスコミ ２社） 
 
７ 議案 

 （１）大分県スポ－ツ推進審議会の役員選出について 

  （２）平成２９年度体育・スポーツに関する補助金・負担金（案）について 

 

８ 報告 

 （１）県立屋内スポ－ツ施設建設の進捗状況について 

 （２）スポ－ツ医科学センタ－先進県視察について 

 

９ 主な内容 

事務局から議案（１）について説明の後、新会長及び副会長を選出、議案（２）について

説明を行い、委員からの質問、意見を求めた後、承認を得た。報告（１）及び（２）につい

て説明。また、委員からの主な質問・意見は、次のとおり。 
 

議案（１）大分県スポーツ推進審議会の役員選出について 
   谷口会長の辞意に伴い、新会長の選出を行った。委員の互選により、新会長には松本委員、

副会長には、谷口委員、角山委員を選出した。 
 
 
 
 



 
 
議題（２）平成２９年度体育・スポーツに関する補助金・負担金（案）について 
（委員）チーム大分ジュニアアスリート発掘事業について、今後も国体を見据えたときに、  

ジュニアの発掘は重要であると考えている。平成２９年度のチ－ム大分ジュニアアス 
リ－ト発掘事業の予算額が０円になっているが、来年度の事業展開はどうなっている 
のか。 

（事務局）平成２９年度からは、発掘から育成まで一貫して実施できるように、チ－ム大分強

化事業のなかに、ジュニアアスリ－ト発掘事業の予算を組み込んでおり、このなかで

実施していきたい。先日、１期生が修了式を終えたところであるが、平成２９年度は

選手選考から実施していく。 
 
報告（１）県立屋内スポーツ施設の進捗状況について 
 （議長）報告事項について 
（事務局）平成２７年６月４日に教育長が審議会に諮問した。その後５回の審議会を重ね、 
    平成２７年９月１７日に答申をいただいた。答申では、①武道を中心とした大規模大

会開催が可能な施設、②県民の誰もが気軽に利用できる施設、③スポーツツーリズム

の活用、④大分銀行ドームとの一体的な活用、⑤大規模災害に備えた機能の５つが示

された。 
    この方針に基づき実施設計ができた。 
 （委員）質問・意見なし 
 （議長）県立屋内スポーツ施設の進捗状況については、今後も審議会で報告願いたい。 
 
報告（２）スポ－ツ医科学センタ－先進県視察について 
 （委員）スポ－ツ医科学センタ－の機能は県立屋内スポーツ施設に持ち込むことができない

のか。 
（事務局）最終的な答申では、競技力向上や県民の健康づくりに必要な施設の整備は、大分銀 

行ドームの一室を活用した整備を検討することとなっている。 
 （委員）県としての取組の方向性を伺いたい。 
（事務局）大分県の現状に見合う形を一から検討していかなければならない。他県の視察が終

わった段階であるため、方向性を示すことは現状では難しい。 
  （議長）今後も視察を続けていただいて、大分県にも必要と判断したら、しっかり検討して

いただきたい。 
  （委員）スポーツ医科学センターについて、大学との連携は考えているか。 

（事務局）県内大学との連携については、他県の様子や動向を把握したうえで検討に入ってい 
きたいと考えている。 

  （委員）資料の中のバイオメカニクス･マテリアルについて説明していただきたい。 
 （事務局）用具の開発などに関する研究で、用具の進化についてもスポーツ医科学の分野に入 

ってきている。 
  （委員）トップアスリートだけでなく、県民が使いやすい施設にしていただきたい。 

 

 

 



 

 

その他 

 （委員）県立屋内スポーツ施設の運営方法については、県民が日常活動で使いやすいように運 

営方法を検討してほしい。 

 （委員）おおいたシンボルスポーツ創出事業の対象競技団体は決まっているか。 

（事務局）国体で安定的に得点をしている競技や団体競技を重点的に強化していきたいと考えて 

いる。団体については、現在検討中である。 

 

１０ 会議の資料一覧 

   （１）平成２８年度第１回大分県スポーツ推進審議会資料 

   （２）別冊資料  県立屋内スポーツ施設関係資料 

   （３）別冊資料２ スポ－ツ医科学センタ－視察資料 

 

１１ 問い合わせ先 

   担 当 課 大分県教育庁体育保健課 

   電話番号 ０９７－５０６－５６４５  


